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新
春
の
御
挨
拶

　
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

皆
さ
ま
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
健
や
か
に

新
年
を
お
迎
え
の
こ
と
と
心
か
ら
お
慶
び

申
し
上
げ
ま
す
。

　
昨
年
は
元
日
に
発
生
し
た
「
令
和
６
年

能
登
半
島
地
震
」、
８
月
の
「
南
海
ト
ラ

フ
地
震
臨
時
情
報
」
の
発
表
、
台
風
第
10

号
に
よ
る
豪
雨
被
害
な
ど
、
自
然
災
害
へ

の
対
応
の
必
要
性
を
改
め
て
強
く
感
じ
た

年
で
あ
り
ま
し
た
。
被
災
さ
れ
た
皆
さ
ま

に
、
心
よ
り
お
見
舞
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　
開
港
15
周
年
を
迎
え
た
富
士
山
静
岡
空

港
で
は
、
ソ
ウ
ル
線
の
増
便
や
開
港
以
来

初
と
な
る
香
港
線
の
就
航
な
ど
路
線
が
充

実
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
本
年
は
「
世
界

お
茶
ま
つ
り
」
や
「
東
京
２
０
２
５
デ
フ

リ
ン
ピ
ッ
ク
」
の
自
転
車
競
技
な
ど
多
彩

な
イ
ベ
ン
ト
が
本
県
で
開
催
さ
れ
る
予
定

と
な
っ
て
お
り
、
多
く
の
方
々
に
本
県
を

訪
れ
て
い
た
だ
け
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
ま

す
。

　
県
議
会
と
い
た
し
ま
し
て
も
、
災
害
か

ら
命
を
守
る
地
域
づ
く
り
を
進
め
る
と
と

も
に
、
皆
さ
ま
の
生
活
を
し
っ
か
り
と
支

え
て
い
く
た
め
全
力
で
取
り
組
ん
で
ま
い

り
ま
す
の
で
、
相
変
わ
ら
ぬ
ご
理
解
と
ご

協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

※
デ
フ
リ
ン
ピ
ッ
ク
は
国
際
的
な
「
き
こ
え
な
い
・
き

　
こ
え
に
く
い
人
の
た
め
の
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
」
で
す
。

　
（
東
京
２
０
２
５
デ
フ
リ
ン
ピ
ッ
ク
大
会
情
報
サ

　
イ
ト
よ
り
引
用
）。

　

12
月
定
例
会
は
、
12
月
２
日
か
ら
12
月

20
日
ま
で
の
19
日
間
開
催
し
ま
し
た
。

　

開
会
日
に
、
知
事
か
ら
令
和
６
年
度
静

岡
県
一
般
会
計
補
正
予
算
案
な
ど
42
議
案

が
提
出
さ
れ
議
案
等
の
説
明
が
あ
っ
た
ほ

か
、
継
続
審
査
と
な
っ
て
い
た
令
和
５
年

度
一
般
会
計
歳
入
歳
出
決
算
な
ど
17
件
の

決
算
を
認
定
し
ま
し
た
。

　

５
日
間
に
わ
た
る
代
表
質
問
お
よ
び
一

般
質
問
で
は
17
人
の
議
員
が
登
壇
し
、知
事

の
政
治
姿
勢
や
令
和
７
年
度
当
初
予
算
編

成
方
針
、
次
期
総
合
計
画
の
策
定
方
針
な

ど
県
政
全
般
に
わ
た
り
活
発
な
議
論
を
交

わ
し
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
７
つ
の
常
任
委
員
会
で
議
案

の
詳
細
な
審
査
を
行
い
、
12
月
20
日
の
最

終
本
会
議
で
常
任
委
員
長
の
審
査
結
果
報

告
の
後
、
採
決
を
行
い
、
全
て
の
議
案
を

可
決
し
ま
し
た
。
ま
た
、
国
に
対
す
る
５

件
の
意
見
書
案
が
提
出
さ
れ
、
全
て
可
決

し
ま
し
た
。

　

な
お
、
12
月
11
日
に
は
静
岡
県
民
の
歯

や
口
の
健
康
づ
く
り
条
例
改
正
案
に
関
す

る
協
議
又
は
調
整
を
行
う
条
例
改
正
案
検

討
委
員
会
を
設
置
し
ま
し
た
。

◎
消
防
団
の
団
員
確
保
対
策
及
び
活
動
支
援
の

   

充
実
を
求
め
る
意
見
書

◎
自
動
運
転
移
動
サ
ー
ビ
ス
等
の
社
会
実
装
に

   

向
け
た
環
境
整
備
を
求
め
る
意
見
書

◎
高
病
原
性
鳥
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
対
策
強
化

   

を
求
め
る
意
見
書

◎
公
立
の
義
務
教
育
諸
学
校
の
適
正
な
教
員
数

   

の
維
持
・
確
保
を
求
め
る
意
見
書

◎
災
害
発
生
時
に
お
け
る
信
頼
性
の
高
い
情
報

   

収
集
・
活
用
体
制
の
構
築
を
求
め
る
意
見
書

意
見
書(

件
名)

可
決
し
た
主
な
議
案

   

人
事
委
員
会
勧
告
を
踏
ま
え
た
給
与
改
定

に
必
要
な
経
費
の
増
額
補
正
、
防
災
通
信
シ

ス
テ
ム
整
備
の
計
画
変
更
に
伴
う
減
額
補
正

ほ
か
を
行
う
も
の
で
す
。

◆
静
岡
県
動
物
愛
護
セ
ン
タ
ー
の
設
置
及
び

管
理
に
関
す
る
条
例

静
岡
県
動
物
愛
護
セ
ン
タ
ー
を
富
士
市
に

設
置
す
る
こ
と
に
伴
い
、
施
設
の
設
置
及
び

管
理
に
関
す
る
事
項
に
つ
い
て
定
め
る
た
め

の
条
例
の
制
定
で
す
。

◆
令
和
６
年
度
静
岡
県
一
般
会
計
補
正
予
算

  　
　

                  

86
億
２
０
０
０
万
円 

意
見
書
の
全
文
は
、

こ
ち
ら
を
ご
覧
く
だ
さ
い

「
議
案
に
対
す
る

各
会
派
等
の
賛
否
」は
、

こ
ち
ら
を
ご
覧
く
だ
さ
い

令和５年度県議会だより写真コンクール　冬の部特選「富士山10年記念」　撮影者／中西敬一さん（静岡市駿河区）　撮影地／富士市

12
月
定
例
会
ダ
イ
ジ
ェ
ス
ト

落合　愼悟
し ん  ご

静岡県議会議長
お ち あ い
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ク
を
活
用
し
ブ
ラ
ン
ド
力
の
強
化

に
努
め
る
。
令
和
７
年
度
は
、
高

い
実
需
が
見
込
ま
れ
る
ア
ジ
ア
の

展
示
会
へ
の
出
展
を
検
討
す
る
。

地
域
の
共
有
財
産
で
あ
る「
産
地

名
」の
適
切
な
使
用
を
促
進
す
る

制
度
。そ
の
産
地
な
ら
で
は
の
特

性
が
確
立
さ
れ
て
い
る
場
合
に
、

当
該
産
地
内
で
生
産
さ
れ
、生
産

基
準
を
満
た
し
た
商
品
だ
け
が
、

そ
の
産
地
名
を
独
占
的
に
名
乗
る

こ
と
が
で
き
る
。

地
理
的
表
示
Ｇ
I

用
語
解
説

有
機
農
業
の
推
進

令
和
４
年
度
に
県
が
策
定
し

た
持
続
的
食
料
シ
ス
テ
ム
実

施
計
画
に
基
づ
く
有
機
農
業
の
推

進
状
況
と
今
後
の
取
り
組
み
は
。

有
機
農
業
の
取
組
面
積
は
令

和
５
年
度
末
現
在
で
６
４
４

ha
に
拡
大
し
、
目
標
を
前
倒
し
で

達
成
し
た
。
生
産
面
で
は
害
虫
を

寄
せ
付
け
な
い
赤
色
Ｌ
Ｅ
Ｄ
の
普

及
や
病
害
感
染
リ
ス
ク
を
リ
ア
ル

タ
イ
ム
で
感
知
す
る
技
術
の
実
証

実
験
、
有
機
Ｊ
Ａ
Ｓ
認
証
の
取
得

支
援
に
取
り
組
む
。
消
費
面
で
は

オ
ー
ガ
ニ
ッ
ク
給
食
フ
ォ
ー
ラ
ム

や
Ｐ
Ｒ
イ
ベ
ン
ト
な
ど
有
機
農
産

物
に
触
れ
合
う
機
会
を
増
や
し
、

消
費
者
の
意
識
改
革
に
努
め
る
。

く
ら
し
・
環
境

洋
上
風
力
発
電
の
可
能
性

本
県
の
適
性
を
考
慮
し
た
上

で
幅
広
く
可
能
性
を
検
討
す

べ
き
で
あ
る
が
、
取
組
状
況
は
。

組
み
づ
く
り
等
を
進
め
、
各
漁
港

で
の
取
り
組
み
を
加
速
す
る
。

漁
港
で
の
水
産
物
の
販
売
や
料
理

の
提
供
、
遊
漁
、
漁
業
体
験
等
、

海
や
漁
村
の
地
域
資
源
の
価
値
や

魅
力
を
活
用
す
る
事
業
。国
内
外

か
ら
の
多
様
な
ニ
ー
ズ
に
応
え
る

こ
と
に
よ
り
、地
域
の
に
ぎ
わ
い

や
所
得
と
雇
用
を
生
み
出
す
こ
と

が
期
待
さ
れ
る
も
の
。

海う
み
ぎ
ょ
う
業用
語
解
説

茶
の
生
産
構
造
の
転
換

輸
出
需
要
に
応
じ
た
品
種
や

栽
培
体
系
の
転
換
に
向
け
た

県
の
支
援
策
は
。

輸
出
は
売
り
先
の
確
保
が
重

要
で
あ
る
た
め
、
令
和
７
年

に
ド
イ
ツ
等
の
大
規
模
展
示
会
に

茶
業
者
一
体
で
出
展
す
る
。
有
機

栽
培
茶
や
碾て

ん
ち
ゃ茶
な
ど
旺
盛
な
海
外

需
要
に
生
産
量
が
追
い
つ
い
て
い

な
い
た
め
、
病
害
に
強
く
多
収
で

有
機
栽
培
に
適
性
が
あ
る
「
つ
ゆ

ひ
か
り
」
や
「
し
ず
ゆ
た
か
」
へ

の
段
階
的
な
改
植
を
促
進
す
る
。

ま
た
改
植
後
、
収
穫
で
き
る
ま
で

５
年
程
度
要
す
る
こ
と
か
ら
既
存

茶
園
の
被
覆
に
よ
る
碾て

ん
ち
ゃ茶
生
産
に

よ
り
茶
農
家
の
収
益
確
保
を
図
る
。

県
産
日
本
酒
の
振
興

地
域
産
業
の
活
性
化
に
向
け

た
県
産
日
本
酒
の
振
興
を
図

る
取
り
組
み
は
。

令
和
元
年
度
か
ら
フ
ラ
ン
ス

で
開
催
さ
れ
る
展
示
会
へ
県

産
日
本
酒
の
出
展
等
を
行
っ
て
き

た
結
果
、
４
年
間
で
輸
出
額
が

１・３
倍
の
約
４
億
円
と
な
っ
た
。

県
産
日
本
酒
の
地
理
的
表
示
Ｇ
Ｉ

の
指
定
と
日
本
の
伝
統
的
酒
造
り

の
無
形
文
化
遺
産
登
録
を
絶
好
の

機
会
と
捉
え
、
富
士
山
を
象
徴
的

に
表
し
た
Ｇ
Ｉ
静
岡
の
ロ
ゴ
マ
ー

県
な
ら
で
は
の
観
光
資
源
に
よ
る

特
別
な
体
験
を
盛
り
込
ん
だ
富
裕

層
向
け
の
高
付
加
価
値
旅
行
商
品

の
開
発
を
進
め
て
い
る
。
多
言
語

で
の
デ
ジ
タ
ル
マ
ッ
プ
の
作
成
や

ア
プ
リ
を
活
用
し
た
ム
ス
リ
ム
圏

旅
行
者
の
受
け
入
れ
を
行
う
な
ど
、

地
域
ご
と
の
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
需
要

の
底
上
げ
を
行
っ
て
い
る
。

駿
河
湾
フ
ェ
リ
ー
の
利
活
用
促
進

令
和
７
年
度
に
清
水
港
の
発

着
所
が
日
の
出
地
区
か
ら
江

尻
地
区
へ
移
転
す
る
が
今
後
の
利

活
用
促
進
に
向
け
た
取
り
組
み
は
。

移
転
後
の
フ
ェ
リ
ー
タ
ー
ミ

ナ
ル
と
直
結
す
る
Ｊ
Ｒ
清
水

駅
が
実
質
的
な「
伊
豆
の
玄
関
口
」

と
な
る
こ
と
か
ら
、
旅
行
会
社
と

連
携
し
た
県
内
周
遊
商
品
の
造
成

や
団
体
バ
ス
利
用
客
等
の
確
保
に

向
け
た
首
都
圏
・
関
西
圏
の
旅
行

業
者
へ
の
営
業
強
化
、
利
便
性
向

上
を
周
知
す
る
情
報
発
信
等
の
検

討
を
進
め
る
。
駿
河
湾
フ
ェ
リ
ー

の
観
光
コ
ン
テ
ン
ツ
と
し
て
の
魅

力
を
高
め
、
多
く
の
皆
様
に
利
用

し
て
い
た
だ
け
る
よ
う
取
り
組
む
。

ア
ウ
ト
ド
ア
サ
ウ
ナ
の
普
及
促
進

観
光
資
源
と
し
て
の
活
用
に

向
け
た
規
制
緩
和
策
は
。

こ
れ
ま
で
は
、
い
わ
ゆ
る
銭

湯
と
同
様
の
基
準
に
よ
り
衛

生
お
よ
び
風
紀
を
確
保
し
て
き
た
。

県
内
で
は
、
浜
松
市
や
静
岡
市
で

規
制
緩
和
が
進
ん
で
い
る
。
県
に

お
い
て
も
、
浴
場
と
し
て
の
衛
生

等
を
確
保
し
た
上
で
、
全
県
で
規

制
を
見
直
す
こ
と
が
本
県
の
観
光

振
興
に
つ
な
が
る
こ
と
を
考
慮
し
、

衣
類
を
着
用
し
て
入
浴
す
る
ア
ウ

ト
ド
ア
サ
ウ
ナ
に
つ
い
て
は
浴
室

を
外
部
か
ら
見
通
せ
な
い
構
造
と

す
る
規
定
お
よ
び
温
水
供
給
設
備

に
係
る
規
定
の
運
用
を
緩
和
す
る
。

ピ
ッ
ク
ア
ッ
プ

本
会
議
12
月
定
例
会
本
会
議
の
質
問
と
答
弁
か
ら

代

表

質

問

一

般

質

問

12
月
６
日
午
前

山や
ま
も
と本

彰あ
き
ひ
こ彦

（
公
明
党
静
岡
県
議
団
）

12
月
10
日
午
前

川か
わ
さ
き崎

和か
ず
こ子

（
ふ
じ
の
く
に
県
民
ク
ラ
ブ
）

12
月
10
日
午
後

曳ひ
き
た田　
　

卓た
か
し

（
ふ
じ
の
く
に
県
民
ク
ラ
ブ
）

12
月
10
日
午
後

加か
ば
た畑　
　

毅た
け
し

（
自
民
改
革
会
議
）

12
月
11
日
午
前

勝か
つ
ま
た俣　
　

昇の
ぼ
る

（
自
民
改
革
会
議
）

12
月
11
日
午
前

木き
う
ち内　
　

満み
つ
る

（
自
民
改
革
会
議
）

12
月
11
日
午
後

小こ

な

が

い

長
井
由よ

し
お雄

（
ふ
じ
の
く
に
県
民
ク
ラ
ブ
）

12
月
11
日
午
後

増ま
す
だ田

享た
か

大ひ
ろ

（
自
民
改
革
会
議
）

12
月
６
日
午
後

桜さ
く
ら
い井

勝か
つ
ろ
う郎

（
無　
　
所　
　
属
）

12
月
６
日
午
後

伊い
と
う藤

謙け
ん
い
ち一

（
自
民
改
革
会
議
）

12
月
９
日
午
前

伊い
た
み丹

雅ま
さ
は
る治

（
自
民
改
革
会
議
）

12
月
９
日
午
前

江え

ま間

治は
る
ひ
と人

（
自
民
改
革
会
議
）

12
月
９
日
午
後

中な
か
だ田

次つ
ぎ
し
ろ城

（
自
民
改
革
会
議
）

12
月
９
日
午
後

田た
な
か中

照て
る
ひ
こ彦

（
ふ
じ
の
く
に
県
民
ク
ラ
ブ
）

12
月
５
日
午
前

大お
お
い
し石

健け
ん
じ司

（
自
民
改
革
会
議
）

※二次元コードから各議員の質問の録画中継をご覧いただけます

12
月
10
日
午
前

天あ
ま
の野
多た

み

こ

美
子

（
自
民
改
革
会
議
）

て
い
る
。
令
和
６
年
度
に
土
木
職

で
は
初
め
て
秋
の
大
卒
程
度
採
用

試
験
を
実
施
し
た
。
ま
た
、
数
年

先
も
見
据
え
た
人
材
確
保
の
た
め
、

合
格
者
が
大
学
院
進
学
や
留
学
な

ど
の
キ
ャ
リ
ア
プ
ラ
ン
に
合
わ
せ

て
３
年
後
ま
で
採
用
希
望
年
度
を

選
択
で
き
る
こ
と
と
し
た
。
広
報

な
ど
の
応
募
者
確
保
対
策
を
充
実

さ
せ
、
県
土
強
靱
化
を
担
う
土
木

技
術
職
員
等
の
確
保
に
取
り
組
む
。

教
　
育

教
育
現
場
の
グ
ロ
ー
バ
ル
化

グ
ロ
ー
バ
ル
人
材
の
育
成
に

向
け
た
取
り
組
み
は
。

国
際
感
覚
を
有
し
英
語
教
育

や
日
本
語
指
導
等
に
お
い
て

力
を
発
揮
で
き
る
教
員
の
確
保
、

育
成
が
重
要
で
あ
る
。
令
和
７
年

度
実
施
の
採
用
試
験
か
ら
海
外
教

育
機
関
で
の
勤
務
経
験
者
等
を
対

象
と
し
た
特
別
選
考
の
新
設
、
日

本
語
指
導
資
格
所
有
者
や
英
語
資

格
に
係
る
加
点
措
置
の
拡
大
を
検

討
す
る
。
ま
た
、
日
本
語
が
堪
能

な
留
学
生
や
外
国
に
ル
ー
ツ
を
持

つ
大
学
生
等
と
の
協
働
に
よ
り
、

多
様
な
文
化
や
価
値
観
に
触
れ
る

好
事
例
の
取
り
組
み
等
を
周
知
し
、

教
職
員
の
意
識
向
上
に
つ
な
げ
る
。

し
ず
お
か
バ
ー
チ
ャ
ル
ス
ク
ー
ル

令
和
７
年
度
か
ら
の
本
格
運

用
に
向
け
た
取
り
組
み
は
。

令
和
７
年
１
月
か
ら
の
試
行

に
際
し
て
参
加
者
を
募
集
し

た
結
果
、
定
員
の
２
倍
を
上
回
る

３
５
０
人
以
上
の
応
募
が
あ
っ
た
。

本
格
運
用
に
向
け
、
県
内
企
業
等

の
協
力
も
得
て
非
日
常
的
な
体
験

が
で
き
る
社
会
見
学
や
体
験
活
動

を
用
意
し
、
子
ど
も
た
ち
の
興
味

を
引
き
つ
け
、
社
会
へ
の
関
心
を

■会派別議員数
（令和７年1月20日現在）

自民改革会議

ふじのくに県民クラブ

公明党静岡県議団

無所属

　41人

17人

５人

５人

定数68人　現員 68人

行
　
政

過
疎
地
域
の
振
興

県
内
の
過
疎
地
域
の
振
興
に

向
け
た
取
り
組
み
は
。

持
続
的
発
展
の
た
め
地
場
産

業
の
担
い
手
確
保
が
重
要
で

あ
る
こ
と
か
ら
、
地
域
外
か
ら
人

材
を
呼
び
込
み
新
た
な
雇
用
を
創

出
す
る
取
り
組
み
を
支
援
し
た
結

果
、
島
田
市
川
根
地
区
に
お
い
て

移
住
者
２
名
の
受
け
入
れ
に
つ
な

が
っ
た
。
ま
た
、
高
齢
者
の
買
い

物
な
ど
生
活
交
通
の
確
保
が
喫
緊

の
課
題
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
自
動

運
転
技
術
を
活
用
し
た
移
動
サ
ー

ビ
ス
の
実
証
事
業
を
進
め
て
い
る

ほ
か
、
住
民
が
住
民
を
運
ぶ
共
助

型
交
通
の
導
入
を
検
討
す
る
市
町

に
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
を
派
遣
す
る
。

土
木
技
術
職
員
等
の
人
材
確
保
対
策

必
要
な
技
術
職
員
等
を
適
切

に
配
置
す
る
た
め
の
対
策
は
。

公
務
員
志
望
者
に
加
え
民
間

企
業
へ
の
就
職
を
希
望
す
る

学
生
等
に
も
受
験
し
て
い
た
だ
く

た
め
、
試
験
制
度
の
改
善
を
進
め

高
め
る
コ
ン
テ
ン
ツ
の
充
実
を
図

る
。
ま
た
、
ス
ク
ー
ル
カ
ウ
ン
セ

ラ
ー
等
の
配
置
を
検
討
す
る
ほ
か
、

試
行
で
出
さ
れ
た
意
見
や
要
望
を

取
り
入
れ
、
安
心
で
魅
力
あ
る
学

び
の
場
を
整
備
し
て
い
く
。

文
化
・
観
光

市
町
等
と
連
携
し
た
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
誘
客

旺
盛
な
訪
日
需
要
を
取
り
込

み
地
域
活
性
化
に
つ
な
げ
る

方
策
は
。

長
期
滞
在
や
旅
行
消
費
額
の

拡
大
が
見
込
め
る
欧
米
豪
か

ら
の
本
県
宿
泊
者
数
は
コ
ロ
ナ
禍

前
の
約
２
倍
に
増
加
し
て
い
る
こ

と
か
ら
、
市
町
等
と
連
携
し
、
本

QQ AA

QQA A

Q

QQ

A

AA

12
月
５
日
午
後

沢さ
わ
だ田

智と
も
ふ
み文

（
ふ
じ
の
く
に
県
民
ク
ラ
ブ
）

議
員
の
異
動

補
欠
選
挙
に
お
い
て
当
選
（
11
月
18
日
）

  

菅す
が
ぬ
ま沼

泰や
す
ひ
さ久     （

湖
西
市
）

バ
ー
チ
ャ
ル
ス
ク
ー
ル
は
デ
ジ
タ

ル
空
間
に
作
ら
れ
た
学
校
。児
童

生
徒
は
自
宅
な
ど
か
ら
教
育
を
受

け
る
こ
と
が
で
き
る
。「
し
ず
お
か

バ
ー
チ
ャ
ル
ス
ク
ー
ル
」は
、主

に
、在
籍
す
る
小
中
学
校
や
フ
リ

ー
ス
ク
ー
ル
等
へ
継
続
的
に
通
っ

て
い
な
い
児
童
生
徒
の
新
た
な
居

場
所
、学
び
の
場
と
し
て
、メ
タ

バ
ー
ス（
仮
想
空
間
）上
に
設
置
さ

れ
、自
分
の
ペ
ー
ス
で
学
習
・

交
流
・
体
験
を
行
う
こ
と
が
で
き

る
。令
和
７
年
度
開
校
予
定
。

し
ず
お
か
バ
ー
チ
ャ
ル
ス
ク
ー
ル

用
語
解
説

バーチャルスクールの様子（イメージ）

https://shizuoka-pref.stream.jfit.co.jp/?tpl=play_vod&inquiry_id=1355
https://shizuoka-pref.stream.jfit.co.jp/?tpl=play_vod&inquiry_id=1356
https://shizuoka-pref.stream.jfit.co.jp/?tpl=play_vod&inquiry_id=1357
https://shizuoka-pref.stream.jfit.co.jp/?tpl=play_vod&inquiry_id=1358
https://shizuoka-pref.stream.jfit.co.jp/?tpl=play_vod&inquiry_id=1359
https://shizuoka-pref.stream.jfit.co.jp/?tpl=play_vod&inquiry_id=1360
https://shizuoka-pref.stream.jfit.co.jp/?tpl=play_vod&inquiry_id=1361
https://shizuoka-pref.stream.jfit.co.jp/?tpl=play_vod&inquiry_id=1362
https://shizuoka-pref.stream.jfit.co.jp/?tpl=play_vod&inquiry_id=1363
https://shizuoka-pref.stream.jfit.co.jp/?tpl=play_vod&inquiry_id=1364
https://shizuoka-pref.stream.jfit.co.jp/?tpl=play_vod&inquiry_id=1365
https://shizuoka-pref.stream.jfit.co.jp/?tpl=play_vod&inquiry_id=1366
https://shizuoka-pref.stream.jfit.co.jp/?tpl=play_vod&inquiry_id=1367
https://shizuoka-pref.stream.jfit.co.jp/?tpl=play_vod&inquiry_id=1368
https://shizuoka-pref.stream.jfit.co.jp/
https://shizuoka-pref.stream.jfit.co.jp/?tpl=play_vod&inquiry_id=1369
https://shizuoka-pref.stream.jfit.co.jp/?tpl=play_vod&inquiry_id=1370
https://shizuoka-pref.stream.jfit.co.jp/?tpl=play_vod&inquiry_id=1371
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洋
上
風
力
発
電
の
海
域
利
用

に
当
た
っ
て
は
、
県
が
国
に

候
補
地
を
情
報
提
供
し
国
の
協
議

会
で
海
域
利
用
者
と
調
整
す
る
。

発
電
コ
ス
ト
低
減
や
経
済
波
及
効

果
が
期
待
さ
れ
る
一
方
、
環
境
と

の
共
生
や
安
全
対
策
等
、
地
元
関

係
者
の
声
に
耳
を
傾
け
必
要
な
対

策
や
不
安
払
拭
に
取
り
組
む
べ
き

と
考
え
る
。
令
和
６
年
度
は
風
況

等
の
調
査
デ
ー
タ
を
基
に
導
入
の

可
能
性
が
あ
る
エ
リ
ア
等
を
整
理

し
、
来
年
度
の
関
係
市
町
等
と
の

幅
広
い
議
論
に
つ
な
げ
て
い
く
。

医
療
・
福
祉

難
病
患
者
へ
の
支
援

症
状
が
見
え
づ
ら
い
こ
と
な

ど
か
ら
支
援
が
不
十
分
な
状

況
だ
が
、
今
後
の
取
り
組
み
は
。

医
療
費
の
一
部
公
費
負
担
や

相
談
対
応
に
当
た
っ
て
き
た
。

令
和
６
年
４
月
か
ら
は
難
病
で
あ

る
こ
と
を
証
す
る
医
療
受
給
者
証

を
持
た
な
い
軽
症
患
者
に
対
し
、

難
病
患
者
で
あ
る
こ
と
を
証
明
す

る
登
録
者
証
の
発
行
を
始
め
た
。

こ
の
取
得
促
進
に
よ
り
福
祉
、
就

労
等
の
各
種
支
援
の
利
用
に
当
た

っ
て
の
障
壁
を
解
消
し
て
い
く
。

ま
た
、
令
和
７
年
４
月
か
ら
は
、

県
有
施
設
の
利
用
料
減
免
の
対
象

に
医
療
受
給
者
証
所
持
者
と
と
も

に
登
録
者
証
所
持
者
も
加
え
る
。

子
ど
も
の
権
利
擁
護

児
童
相
談
所
等
で
の
社
会
的

養
護
を
必
要
と
す
る
子
ど
も

の
権
利
擁
護
へ
の
取
り
組
み
は
。

権
利
擁
護
等
を
学
ん
だ
児
童

相
談
所
員
が
必
ず
子
ど
も
の

意
向
を
確
認
し
、
援
助
方
針
決
定

時
に
は
そ
の
反
映
に
努
め
て
い
る
。

子
ど
も
と
信
頼
関
係
を
築
き
、
子

ク
を
活
用
し
ブ
ラ
ン
ド
力
の
強
化

に
努
め
る
。
令
和
７
年
度
は
、
高

い
実
需
が
見
込
ま
れ
る
ア
ジ
ア
の

展
示
会
へ
の
出
展
を
検
討
す
る
。

地
域
の
共
有
財
産
で
あ
る「
産
地

名
」の
適
切
な
使
用
を
促
進
す
る

制
度
。そ
の
産
地
な
ら
で
は
の
特

性
が
確
立
さ
れ
て
い
る
場
合
に
、

当
該
産
地
内
で
生
産
さ
れ
、生
産

基
準
を
満
た
し
た
商
品
だ
け
が
、

そ
の
産
地
名
を
独
占
的
に
名
乗
る

こ
と
が
で
き
る
。

地
理
的
表
示
Ｇ
I

用
語
解
説

有
機
農
業
の
推
進

令
和
４
年
度
に
県
が
策
定
し

た
持
続
的
食
料
シ
ス
テ
ム
実

施
計
画
に
基
づ
く
有
機
農
業
の
推

進
状
況
と
今
後
の
取
り
組
み
は
。

有
機
農
業
の
取
組
面
積
は
令

和
５
年
度
末
現
在
で
６
４
４

ha
に
拡
大
し
、
目
標
を
前
倒
し
で

達
成
し
た
。
生
産
面
で
は
害
虫
を

寄
せ
付
け
な
い
赤
色
Ｌ
Ｅ
Ｄ
の
普

及
や
病
害
感
染
リ
ス
ク
を
リ
ア
ル

タ
イ
ム
で
感
知
す
る
技
術
の
実
証

実
験
、
有
機
Ｊ
Ａ
Ｓ
認
証
の
取
得

支
援
に
取
り
組
む
。
消
費
面
で
は

オ
ー
ガ
ニ
ッ
ク
給
食
フ
ォ
ー
ラ
ム

や
Ｐ
Ｒ
イ
ベ
ン
ト
な
ど
有
機
農
産

物
に
触
れ
合
う
機
会
を
増
や
し
、

消
費
者
の
意
識
改
革
に
努
め
る
。

く
ら
し
・
環
境

洋
上
風
力
発
電
の
可
能
性

本
県
の
適
性
を
考
慮
し
た
上

で
幅
広
く
可
能
性
を
検
討
す

べ
き
で
あ
る
が
、
取
組
状
況
は
。

組
み
づ
く
り
等
を
進
め
、
各
漁
港

で
の
取
り
組
み
を
加
速
す
る
。

漁
港
で
の
水
産
物
の
販
売
や
料
理

の
提
供
、
遊
漁
、
漁
業
体
験
等
、

海
や
漁
村
の
地
域
資
源
の
価
値
や

魅
力
を
活
用
す
る
事
業
。国
内
外

か
ら
の
多
様
な
ニ
ー
ズ
に
応
え
る

こ
と
に
よ
り
、地
域
の
に
ぎ
わ
い

や
所
得
と
雇
用
を
生
み
出
す
こ
と

が
期
待
さ
れ
る
も
の
。

海う
み
ぎ
ょ
う
業用
語
解
説

茶
の
生
産
構
造
の
転
換

輸
出
需
要
に
応
じ
た
品
種
や

栽
培
体
系
の
転
換
に
向
け
た

県
の
支
援
策
は
。

輸
出
は
売
り
先
の
確
保
が
重

要
で
あ
る
た
め
、
令
和
７
年

に
ド
イ
ツ
等
の
大
規
模
展
示
会
に

茶
業
者
一
体
で
出
展
す
る
。
有
機

栽
培
茶
や
碾て

ん
ち
ゃ茶
な
ど
旺
盛
な
海
外

需
要
に
生
産
量
が
追
い
つ
い
て
い

な
い
た
め
、
病
害
に
強
く
多
収
で

有
機
栽
培
に
適
性
が
あ
る
「
つ
ゆ

ひ
か
り
」
や
「
し
ず
ゆ
た
か
」
へ

の
段
階
的
な
改
植
を
促
進
す
る
。

ま
た
改
植
後
、
収
穫
で
き
る
ま
で

５
年
程
度
要
す
る
こ
と
か
ら
既
存

茶
園
の
被
覆
に
よ
る
碾て

ん
ち
ゃ茶
生
産
に

よ
り
茶
農
家
の
収
益
確
保
を
図
る
。

県
産
日
本
酒
の
振
興

地
域
産
業
の
活
性
化
に
向
け

た
県
産
日
本
酒
の
振
興
を
図

る
取
り
組
み
は
。

令
和
元
年
度
か
ら
フ
ラ
ン
ス

で
開
催
さ
れ
る
展
示
会
へ
県

産
日
本
酒
の
出
展
等
を
行
っ
て
き

た
結
果
、
４
年
間
で
輸
出
額
が

１・３
倍
の
約
４
億
円
と
な
っ
た
。

県
産
日
本
酒
の
地
理
的
表
示
Ｇ
Ｉ

の
指
定
と
日
本
の
伝
統
的
酒
造
り

の
無
形
文
化
遺
産
登
録
を
絶
好
の

機
会
と
捉
え
、
富
士
山
を
象
徴
的

に
表
し
た
Ｇ
Ｉ
静
岡
の
ロ
ゴ
マ
ー

産
　
業

コ
ン
テ
ン
ツ
関
連
企
業
の
誘
致

マ
ン
ガ
・
ア
ニ
メ
・
ゲ
ー
ム

等
の
コ
ン
テ
ン
ツ
関
連
企
業

の
誘
致
に
つ
い
て
の
考
え
は
。

若
者
や
女
性
の
就
業
先
確
保

に
向
け
令
和
４
年
度
か
ら
コ

ン
テ
ン
ツ
企
業
を
含
む
サ
ー
ビ
ス

関
連
企
業
の
誘
致
を
進
め
て
お
り
、

こ
れ
ま
で
30
社
以
上
が
本
県
に
進

出
し
た
。
令
和
６
年
度
に
都
内
で

開
催
し
た
誘
致
セ
ミ
ナ
ー
で
は
延

べ
１
７
０
社
以
上
の
企
業
と
市
町

等
と
の
間
で
本
県
進
出
に
向
け
た

話
し
合
い
が
行
わ
れ
た
。
ア
ニ
メ

等
を
学
ぶ
専
門
学
校
が
多
数
立
地

す
る
な
ど
の
強
み
を
生
か
し
て
誘

致
を
進
め
、
若
者
に
と
っ
て
魅
力

あ
る
地
域
づ
く
り
に
つ
な
げ
る
。

映
像（
映
画
、ア
ニ
メ
、テ
レ
ビ

番
組
）、音
楽
、演
劇
、文
芸
、写

真
、
漫
画
、
ア
ニ
メ
ー
シ
ョ
ン
、

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ゲ
ー
ム
な
ど
の
制

作
や
流
通
を
行
う
企
業
。

コ
ン
テ
ン
ツ
関
連
企
業

用
語
解
説

海
業
に
よ
る
伊
豆
地
域
の
活
性
化

伊
豆
地
域
の
漁
港
の
活
気
が

失
わ
れ
て
い
る
中
、
海
業
に

よ
り
地
域
活
性
化
を
図
る
必
要
が

あ
る
が
、
そ
の
取
り
組
み
は
。

海
業
に
関
す
る
情
報
収
集
等

に
加
え
、
水
産
業
普
及
指
導

員
が
漁
業
者
等
と
連
携
し
漁
港
を

中
心
と
し
た
地
域
資
源
の
掘
り
起

こ
し
や
活
用
を
進
め
て
い
る
。
仁

科
漁
港
で
開
始
さ
れ
た
釣
り
場
予

約
ア
プ
リ
は
７
割
以
上
が
県
外
か

ら
の
利
用
者
で
、
宿
泊
業
や
飲
食

業
へ
の
波
及
効
果
が
期
待
さ
れ
る
。

海
業
を
主
導
す
る
リ
ー
ダ
ー
の
育

成
や
企
業
と
の
マ
ッ
チ
ン
グ
の
仕

2月定例会
本会議・委員会を傍聴しませんか

開会　　　　２月１８日
質問　　　　２月２５日・２６日・２７日・２８日・３月３日・４日
常任委員会　３月  ６日・  ７日・１０日・１１日
閉会　　　　３月１７日

傍聴案内動画

※日程は、今後変更になる場合があります。
本会議、委員会ともに県庁本館４階で傍聴できます。

決算特別委員会
　10月28日から11月5日まで、令和５年度静岡県一般会計
歳入歳出決算など全17件の決算審査を行いました。
　委員からは、木造住宅の耐震化を促進するプロジェクト
「ＴＯＵＫＡＩ-０」総合支援事業費の執行状況、輸出に向け
た県内の有機茶生産の現状など多くの質疑がありました。
　結果として、全ての決算を認定すべきものと決定し、決算
審査の意見を議長から知事に手交して今後の事業執行や来
年度予算編成に反映するよう要望しました。    （                                    ）日程および傍聴に関する問い合わせ先

県議会事務局議事課　ＴＥＬ 054-221-3481

災
意
識
が
高
ま
り
、
令
和
６
年
度

の
耐
震
化
助
成
申
請
件
数
が
昨
年

度
を
大
幅
に
上
回
っ
て
い
る
た
め
、

９
月
補
正
予
算
で
助
成
枠
を
拡
大

し
た
。
こ
う
し
た
耐
震
化
へ
の
動

き
を
後
押
し
で
き
る
よ
う
、
令
和

６
年
度
で
終
了
予
定
で
あ
っ
た
無

料
の
耐
震
診
断
助
成
を
１
年
間
延

長
す
る
方
向
で
準
備
を
進
め
る
。

若
者
の
闇
バ
イ
ト
等
を
防
ぐ
対
策

闇
バ
イ
ト
等
を
通
じ
て
若
者

が
犯
罪
加
害
者
に
な
る
こ
と

を
防
ぐ
た
め
の
取
り
組
み
は
。

闇
バ
イ
ト
の
手
口
や
危
険
性

を
紹
介
し
、
決
し
て
応
募
せ

ず
、
応
募
し
て
し
ま
っ
た
場
合
は

警
察
相
談
専
用
電
話
「
♯
９
１
１

０
」
等
に
相
談
す
る
よ
う
情
報
発

信
し
て
い
る
。
ま
た
防
犯
教
室
等

で
の
注
意
喚
起
や
教
育
現
場
で
の

積
極
的
な
啓
発
等
を
図
っ
て
い
る
。

警
察
に
保
護
の
相
談
が
あ
っ
た
場

合
は
、
保
護
対
象
者
に
危
害
が
加

え
ら
れ
る
危
険
性
・
切
迫
性
等
に

応
じ
て
身
辺
警
戒
、
防
犯
カ
メ
ラ

の
設
置
、
緊
急
通
報
端
末
の
貸
し

出
し
等
の
保
護
対
策
を
講
じ
る
。

ど
も
の
意
見
を
適
切
に
伝
え
る

ア
ド
ボ
カ
シ
ー
と
し
て
の
意
見
表

明
支
援
員
を
２
施
設
に
派
遣
し
て

い
る
。
ま
た
、
子
ど
も
が
要
望
等

を
申
し
立
て
た
場
合
は
県
社
会
福

祉
審
議
会
に
て
調
査
審
議
す
る
仕

組
み
を
構
築
す
る
。
さ
ら
に
、
制

度
に
対
す
る
子
ど
も
自
身
の
理
解

を
高
め
る
取
り
組
み
も
進
め
る
。

安
全
・
安
心

木
造
住
宅
耐
震
化
事
業
の
総
仕
上
げ

事
業
終
了
ま
で
残
り
１
年
間

と
な
っ
た
が
取
組
状
況
は
。

木
造
住
宅
の
耐
震
化
に
つ
い

て
県
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
等
に
よ

り
呼
び
掛
け
て
き
た
。
耐
震
化
が

遅
れ
て
い
る
賀
茂
地
域
で
は
、
戸

別
訪
問
等
を
実
施
し
て
い
る
。
能

登
半
島
地
震
の
発
生
等
に
よ
り
防

Q

Q

Q

QQ

Q

Q

Q

A

A

A

AA A

A

A

QA

QA 社
会
的
に
弱
い
立
場
に
あ
る
方
の

権
利
を
守
る
た
め
、（
支
援
者
が
）

代
弁
す
る
こ
と
。ま
た
、そ
の
支

援
者
を「
ア
ド
ボ
ケ
イ
ト（
意
見

表
明
等
支
援
員
）」と
い
う
。

令
和
６
年
度
、県
で
は
、児
童
養

護
施
設
等
の
２
施
設
を
対
象
に
ア

ド
ボ
ケ
イ
ト
を
派
遣
す
る
モ
デ
ル

事
業
を
実
施
し
て
い
る
。

ア
ド
ボ
カ
シ
ー

用
語
解
説

静岡県警察防犯情報

闇バイト に応募してしまった・・・

犯罪 だと気付いてしまった・・・

脅迫 されてどうしたらいいかわからない・・・

０１２０－５４８９３０
０１２０－７８３４１０

静 岡 県 警 察 本 部

ゴヨーヤクザゼロ

・ＳＮＳ上の「高収入」「即金」「ホワイト案件」などの募集投稿
に軽い気持ちで応募しない！

・応募した後に身分証や顔の写った画像、家族の氏名や連絡先など
の個人情報を求められても絶対に応じない！

・強盗などの犯罪に加担することは絶対に許されることではないので、
犯罪に加担する前に勇気をもってすぐ警察に相談！

最寄りの警察署
にすぐ連絡を！

または

その他の相談窓口
・暴力団に関する相談（２４時間受付）

・子供の不良交友に関する相談
（子供が闇バイトに応募しようとしている等）

応募したら人生台無し「闇バイト」

もし脅迫を受けた場合には、警察が安全を確保します！

無
料
の

耐
震
診
断

昭
和
56
年
5
月
以
前
に

建
て
ら
れ
た
木
造
住
宅

詳
し
く
は
こ
ち
ら

https://youtu.be/JiNiJs0rnIA
https://www.pref.shizuoka.jp/kurashikankyo/kenchiku/taishinka/1041569/index.html


ピックアップ委員会　〜常任委員会の質問と答弁から〜

県議会に対するご意見をお寄せください。
《あて先》 〒420-8601　静岡市葵区追手町９－６　静岡県議会事務局政策調査課　TEL:054-221-2388　FAX:054-221-3572　Eメール:gikai_chousa@pref.shizuoka.lg.jp　

※旧メールアドレス（gikai@pref.shizuoka.jp）は、令和6年12月末をもちまして廃止しました。　※本紙は再生紙を使用しています。

文
教
警
察
委
員
会

県
新
聞
販
売
連
合
会
と
警
察

の
連
携
に
よ
る
防
犯
対
策
は
。

新
聞
配
達
員
の
活
動
時
間
帯

と
機
動
性
を
生
か
し
た
防
犯

パ
ト
ロ
ー
ル
や
購
読
世
帯
へ
の
防

犯
指
導
等
の
実
施
に
向
け
、
令
和

６
年
12
月
に
地
域
防
犯
活
動
に
関

し
協
定
を
締
結
し
た
。
こ
れ
に
よ

り
約
３
５
０
０
人
の
配
達
員
が
犯

罪
抑
止
に
向
け
た
活
動
に
携
わ
る

こ
と
に
な
る
。
県
警
察
で
は
配
達

員
が
事
故
な
く
適
切
な
対
応
が
取

れ
る
よ
う
活
動
の
支
援
に
努
め
る
。

厚
生
委
員
会

母
子
避
難
所
の
現
在
の
考
え

方
お
よ
び
今
後
の
在
り
方
は
。

災
害
時
の
要
配
慮
者
支
援
等

に
つ
い
て
は
母
子
避
難
所
の

体
制
整
備
に
取
り
組
ん
で
い
る
が
、

各
市
町
の
個
別
の
取
り
組
み
に
と

ど
ま
っ
て
い
る
。
母
子
避
難
所
の

必
要
性
は
感
じ
て
い
る
た
め
、
県

が
事
例
に
つ
い
て
情
報
収
集
し
た

上
で
、
今
後
は
市
町
と
の
意
見
交

換
会
で
災
害
時
の
母
子
支
援
を
念

頭
に
置
い
た
検
討
を
し
て
い
き
た

い
。

産
業
委
員
会

県
内
中
小
企
業
に
対
す
る
事

業
承
継
支
援
の
取
り
組
み
は
。

企
業
に
蓄
積
さ
れ
た
技
術
や

人
材
、
資
本
が
散
逸
し
な
い

よ
う
事
業
承
継
・
引
継
ぎ
支
援
セ

ン
タ
ー
等
に
よ
る
マ
ッ
チ
ン
グ
支

援
や
国
の
補
助
金
等
の
活
用
に
よ

り
第
三
者
承
継
支
援
を
行
っ
て
い

る
。
さ
ら
に
、
事
業
承
継
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
と
連
携
し
た
普
及
啓
発
セ

ミ
ナ
ー
の
実
施
に
よ
り
、
後
継
者

不
在
率
は
低
下
傾
向
に
あ
る
。

建
設
委
員
会

地
域
交
通
の
課
題
解
決
に
向

け
た
ラ
イ
ド
シ
ェ
ア
導
入
に

係
る
取
組
状
況
は
。

国
、
県
、
市
町
、
バ
ス
協
会

お
よ
び
タ
ク
シ
ー
協
会
で
構

成
す
る
専
門
部
会
を
９
月
に
立
ち

上
げ
、
交
通
空
白
の
解
消
に
向
け

国
の
動
き
や
制
度
概
要
、
先
進
事

例
に
つ
い
て
情
報
共
有
を
図
っ
て

い
る
。
地
域
の
実
情
に
合
わ
せ
市

町
や
Ｎ
Ｐ
Ｏ
、
Ｊ
Ａ
な
ど
が
運
営

主
体
と
な
る
ラ
イ
ド
シ
ェ
ア
の
導

入
に
向
け
市
町
を
支
援
し
て
い
く
。

総
務
委
員
会

次
期
総
合
計
画
に
ウ
エ
ル
ビ

ー
イ
ン
グ
の
視
点
を
取
り
入

れ
る
に
当
た
り
、
県
民
一
人
一
人

の
幸
福
実
感
と
い
う
主
観
的
要
素

の
政
策
へ
の
反
映
方
法
は
。

主
観
指
標
を
用
い
る
こ
と
に

よ
り
、
こ
れ
ま
で
把
握
が
困

難
で
あ
っ
た
県
民
の
実
感
を
具
体

的
に
把
握
し
、
幸
福
実
感
が
低
い

分
野
に
つ
い
て
は
、
そ
の
要
因
を

年
代
別
、
地
域
別
な
ど
さ
ま
ざ
ま

な
角
度
か
ら
分
析
し
、
政
策
の
充

実
に
つ
な
げ
て
い
く
。

危
機
管
理
く
ら
し
環
境
委
員
会

移
住
者
・
移
住
検
討
者
等
へ

の
意
識
調
査
に
よ
り
明
ら
か

と
な
っ
た
課
題
と
移
住
者
増
加
に

向
け
た
今
後
の
施
策
は
。

移
住
先
と
し
て
検
討
中
の
人

は
１
割
弱
で
あ
り
、
本
県
に

関
心
を
集
め
る
取
り
組
み
や
移
住

相
談
等
か
ら
現
場
訪
問
へ
つ
な
げ

る
対
応
が
必
要
と
認
識
し
た
。

   

今
後
は
東
京
圏
の
み
な
ら
ず
中

京
圏
か
ら
の
移
住
を
推
進
す
る
た

め
、
県
西
部
地
域
の
市
町
と
連
携

し
て
情
報
発
信
に
努
め
て
い
く
。

文
化
観
光
委
員
会

富
士
山
の
登
山
規
制
に
係
る

入
山
料
の
考
え
方
は
。

入
山
料
は
地
方
自
治
法
上
、

手
数
料
と
し
て
徴
収
し
、
具

体
的
に
必
要
と
な
る
経
費
を
勘
案

し
て
定
め
る
も
の
で
あ
る
。
現
時

点
で
安
全
対
策
等
に
必
要
な
経
費

を
約
４
億
円
、
対
象
と
な
る
登
山

者
を
約
10
万
人
と
見
込
み
、
一
人

当
た
り
４
千
円
と
し
た
。

   

今
後
、
規
制
後
の
登
山
者
の
動

向
や
必
要
と
な
る
安
全
対
策
事
業

等
を
踏
ま
え
見
直
し
て
い
く
。

QA QA

QQ

Q

A

QA

QA

A

A

　
9
月
3
日
に
富
士
東
高
校
新
聞
部
7
名
は
、
伊
丹
雅
治
議
員
、
田
中
照
彦
議
員
、
山
本
彰
彦
議
員
と

「
静
岡
県
東
部
の
地
域
愛
」
を
テ
ー
マ
に
意
見
交
換
を
行
っ
た
。

《応募要領等》
　①答え②住所・氏名・年齢・電話番号を明記の上、③
県議会だよりのご感想や県議会へのご意見を添えて、
２月10日（月）までに政策調査課あてに、ハガキ、ＦＡＸ、
Ｅメール又は左記の応募フォームでご応募ください。
　正解者の中から抽選で20名の方に、「ジェラート（旬
の６種セット）」をお送りいたします。
　なお、当選者の発表は発送をもって代えさせていた
だきます。
※個人情報は商品の発送と読者層の調査のために使
　用します。

《問題》
　12月定例会では、若者や女性の就業先
確保に向けて、アニメ等を学ぶ専門学校
が多数立地するなどの本県の強みを生か
し、若者にとって魅力ある地域づくりにつ
なげるため、マンガ・アニメ・ゲーム等の○
○○○○関連企業の誘致について質問が
ありました。
※○に該当するカタカナ５文字をお答えく
　ださい。
　（ヒントは3面にあります）

■プレゼントのご紹介
　静岡県内の福祉サービス事
業所で働く方々が作る製品「ふ
じのくに福産品」の中から、旬の
農産物を使用したジェラートを
６種類セットでお届けします。ク
ラウンメロンをはじめ、ストロベ
リー、抹茶など、季節のおいしさ
を感じながら、障害のある方々
への支援にもつながる、心温ま
るジェラートをご堪能ください。

富
士
東
高
校
新
聞
部
か
ら
の「
寄
稿
記
事
」で
す

「 

地
域
愛 

」を
テ
ー
マ
に
意
見
交
換

  

生
徒
か
ら
は
少
子
高
齢
化
の
中
、

子
ど
も
へ
の
支
援
よ
り
も
高
齢
者

へ
の
支
援
が
増
え
て
い
る
印
象
が

語
ら
れ
た
。

　
こ
れ
に
対
し
て
議
員
は
、「
子

ど
も
た
ち
が
幸
せ
に
暮
ら
せ
る
よ

う
に
県
で
は
多
く
の
取
り
組
み
が

行
わ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
こ
れ
か

ら
の
地
域
を
担
う
世
代
へ
の
期
待

が
高
ま
る
中
、
若
年
層
へ
の
支
援

が
大
切
に
な
る
と
考
え
て
い
ま

す
」
と
語
っ
た
。
ま
た
今
後
、
金

銭
的
な
支
援
以
外
で
も
若
年
層
が

豊
か
な
生
活
を
送
れ
る
よ
う
に
取

り
組
ん
で
い
き
た
い
と
い
う
考
え

が
示
さ
れ
た
。
就
職
の
支
援
や
公

共
施
設
の
拡
充
を
期
待
し
た
い
。

  

就
職
や
進
学
で
地
元
を
離
れ
る

高
校
生
も
い
る
。
生
徒
か
ら
は
富

士
・
富
士
宮
地
区
に
は
目
立
っ
た

就
職
先
が
な
い
と
い
う
意
見
が
あ

が
っ
た
。

   

そ
の
よ
う
な
意
見
に
対
し
て
議

員
は
生
徒
と
の
認
識
の
差
に
驚
い

て
い
た
。
そ
し
て
富
士
・
富
士
宮

地
区
に
は
先
駆
的
な
企
業
が
数
多

く
あ
る
こ
と
を
紹
介
し
て
く
れ
た
。

ま
た
、
新
た
な
も
の
を
求
め
る
こ

と
も
必
要
だ
が
、
今
あ
る
地
元
の

よ
さ
を
見
つ
け
る
こ
と
も
大
切
だ

と
語
っ
た
。

   

高
校
生
で
あ
る
わ
た
し
た
ち
が

地
元
に
目
を
向
け
、
地
域
へ
の
愛

を
育
ん
で
い
き
た
い
。

「
若
年
層
へ
の
支
援
は
？
」

～
こ
れ
か
ら
の
地
域
を
担
う
人
々
へ
～

「
よ
り
よ
い
地
域
を
目
指
す
に
は
」

～
地
元
の
魅
力
再
発
見
～

「
新
春
の
力
走
」

撮
影
者
／
増
田
喜
久
さ
ん（
焼
津
市
）

撮
影
地
／
島
田
市

「
神
男
!!
降
臨
」

撮
影
者
／
新
村
和
彦
さ
ん（
駿
東
郡
清
水
町
）

撮
影
地
／
沼
津
市

令
和
５
年
度 

写
真
コ
ン
ク
ー
ル「
冬
の
部
」入
選
作
品

ジェラート（旬の６種セット）

県議会だより（９月定例会号）に
寄せられたご意見

QQ
プ レ ゼ ン ト 付

応募
フォームは

こちら

県議会県議会
クイズクイズ

県議会トピックス 「県議会高校出前講座」
● 教員の働き方改革の問題は切実だと思います。忙しい

中、子どもの部活動に真剣に向き合ってくれ、今となっ
ては感謝しかありません。保護者や地域との連携も含
め、教員に代わって出来ることを担えていけたらと思
います。子どもの未来のためにもさらなる働き方の見
直しを望みます。

● しずおか遺産の活用取り組みに期待したいと思います。
地元の情報も伝わりにくいものもあります。さらに点
在した文化財では、認知されにくいかと思います。それ
をつないでいく事は、意味のあることだと思いました。
今後が楽しみです。

　県議会では、若者世代に政治への関心を高めてもらうとともに、県
議会を身近に感じてもらうため、議員が県内の高校へ出向き、生徒が
興味や関心のあるテーマについて意見交換を行っています。
＜令和６年９月～11月実施＞
・榛原高校　
・富士東高校　　
・掛川東高校　　
・静岡北高校

・静岡中央高校
・伊豆総合高校
・静岡農業高校

＜令和７年１月実施予定＞
・浜松湖北高校佐久間分校
・沼津工業高校定時制
・星陵高校
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https://s-kantan.jp/pref-shizuoka-u/offer/userLoginDispNon.action?tempSeq=8082&accessFrom=
https://apply.e-tumo.jp/pref-shizuoka-u/offer/offerList_detail?tempSeq=14573



